
消防救助技術大会は、救助技術を向上させるために、基礎的な要素を鍛えながら、消防救助活動に必要な体力、精神力、技術力を養うことを目的
としています。大会では多くの消防救助隊員が一堂に会し、競い合い、学び合うことで、模範となる隊員を育成し、同時に、大会を通じて消防技術の
高さ、力強さ、優しさをアピールし、市民の期待に応えることも大きな目的としています。

大規模災害や特殊な災害が発生したとき、被災地の消防機関だけでは対処できないことも想定されます。このような場合には、被災地の要請を
受け、緊急消防援助隊が地域を越えた消火・救助活動を実施します。緊急消防援助隊は、阪神・淡路大震災を教訓に全国の消防機関による応援を
速やかに実施するため、平成７年度に創設されました。
衣浦東部広域連合では平成17年に緊急消防援助隊に９隊を登録しました。その後隊数を徐々に増やし、令和4年に18隊とし、消火、救助、救急、
特殊装備など、さまざまな面から地域を超えた活動ができる体制を作りました。令和６年２月までに計5回出動しました。

緊急消防援助隊の活動 消防救助技術大会の記録

消防職員意見発表会の記録

■全国消防救助技術大会出場一覧 

消防職員意見発表会は、消防職員が日々
の業務の中で感じていることや経験した
ことを通じて、今後自分自身や消防の組織が
どうあるべきかなどについての考えや決意
を述べる場となっています。これにより、
消防業務に関するさらなる知識の研鑽や
意識の高揚を図ることを目指し、毎年開催
されています。

■消防職員意見発表会発表者一覧
　（愛知県大会・東海大会・全国大会）

消防局音楽隊の活動
平成15年4月1日、防火防災思想の普及及び隊員の
士気高揚に貢献するため、消防職員で構成する衣浦
東部広域連合消防局音楽隊が発足しました。住民の
皆様に“火災予防”への理解と協力を呼びかけるため、
圏内各地で年間を通じて演奏活動を行っています。
これからも住民と消防のかけ橋として、皆様に親し
まれる音楽隊を目指し、演奏活動を続けていきます。

開催年度 開催場所 訓練種目 出場者

平成15年度 宮城県
ロープブリッジ渡過 小笠原圭祐

石川慎弥

小笠原圭祐

高木現行

石川慎弥

石川慎弥

石川慎弥

金子徹郎

加藤昌純

大森迪明

但馬直樹、齋藤正洋、榊原大樹

大森迪明、織田悦史、犬石健人

田中未来、川上慎一郎、筒井群

前田侑弥、三島大和、鈴木良輔

近藤柊平、下村豊信、長濱朋哉

宮　剣介、杉本卓弥、金子大輝
濱嶋政成

石川慎弥、藤井太壱、渡辺俊一

小林俊貴、荒海浩司、山本昌広
清川陽介、坂神由哉

ロープブリッジ渡過

基本泳法

基本泳法

基本泳法

基本泳法

はしご登はん

溺者救助

基本泳法

基本泳法

ほふく救出

溺者救助

人命救助

人命救助

ほふく救出

ロープブリッジ救出

引揚救助

ロープ登はん兵庫県

埼玉県

東京都

神奈川県

京都府

東京都

東京都

広島県

千葉県
（中止）

兵庫県

京都府
（中止）

平成16年度

平成17年度

平成19年度

平成21年度

平成22年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成30年度

令和4年度

■衣浦東部広域連合緊急消防援助隊の出動記録

平成23年（2011）
3月

平成26年（2014）
10月

平成30年（2018）
7月

令和3年（2021）
7月

令和6年（2024）
1月

東日本大震災
宮城県亘理町、山元町
4月24日まで延べ45日間、30隊136人派遣

東日本大震災における活動

平成30年7月豪雨災害における活動

令和６年能登半島地震における活動熱海市伊豆山土石流災害における活動

御嶽山噴火災害における活動

御嶽山噴火災害
長野県木曽郡王滝村
10月22日まで延べ8日間、3隊15人派遣

平成30年7月豪雨
岡山県倉敷市
7月12日まで延べ7日間、3隊11人派遣

熱海市伊豆山土石流災害
静岡県熱海市
7月19日まで延べ10日間、4隊18人派遣

令和６年能登半島地震
石川県輪島市
1月31日まで延べ31日間、27隊110人派遣

ほふく救出

ロープブリッジ救出 引揚救助

溺者救助 障害突破

開催年度 発表者 結果

平成17年度

平成27年度

令和５年度

高松俊朗 愛知県大会 優秀

愛知県大会 優秀

愛知県大会　最優秀
東海大会　最優秀
全国大会　入賞

野村知輝

天野将芳

令和２年度 愛知県大会　優秀・補欠及川啓太
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